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体でTz--すO 相 聞子と核子では一般にT-号,i の2-が可能だが,打-と中性子




だから全体でTzニー圭 なり, T-号とT-‡の両方が可能である｡ 簡単な clebsh-
Gordan係数の計算から




最後の簡単な形は, T-号 ,i の散乱長 a3,alの間におこる 2a3+a1-0 という
不思議な打ち消しあいによるのだが,これは偶然ではなく背後にあるカイラル対称性の
せいである｡ このことは後にまた詳しく話すことになろう｡数字は a1- a3-～0.370fm





























































n d~ n ニ -一三 ---
図5. Aの関与するダイヤグラム
P波散乱に対して中間状態が核子になる場合と』になる場合をBorn近似で計算すれば





































Eoである｡ これとは逆の時間順序の場合 (t′>t)には, 7Eが真空に作用して 7r+状態
をつくるがこのときは,項全体の符号が変わり,分母には+wnの形で入ってくる｡ 従
ってこのGreen関数から打-と7C十の量子数をもつ状態をよみとることができる. 両者


















D-1=W2-k2- 毒 十 三と 里 ∑2
m差 p<7F,n｡u..a'+ eprot(p-k)- n｡utb)











に一連の極ができ,これは pが連続 となる極限では切断となる｡ これらの一連の極
は,相互作用の結果わずかにだけずれるが,一番端にあった極が連続領域からとび
出し集団運動モー ドとなる｡ この極のところで曲線は負の傾きをもち,留数は負と





































































えておこう(表 1)｡ 計算はBackn an-WeiseとBertchJohnsonによって少し違った仮
Rc(fm-3) 榔 IeV) k(fm-i)
Bachman-Weise 0.34 147 2.05






















































で特徴づけられる｡ これが7E中間子凝縮体である｡ これは 4Heの超流動状態の記述に
よく似ている｡ 4Heの超流動状態の場合には, 7r(r,i)のかわりに 4Heの消滅演算
子 中(r,i)の0でない行列要素が存在した｡
< 少(r,i)>キ0 ;超流動 4He
BCS超伝導体の場合には,上向きスピンの粒子と下向きスピンの粒子の対ができた｡
<中 (r,i)れ (r,i)>≒0 ;BCS超伝導
これを長距離秩序の言葉で言いかえると






























































ならないo荷電流 jqの他にバ リオン流 jb｡陽子や中性子は単独では保存されないこと
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